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より多くの皆様とご一緒させていただき、

子どもたちの未来を作っていきたい
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子どもから、未来をひらこう。
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わたしたちキッズドアは、貧困に苦しむ日本の子どもたち
の社会へのドアを開けるべく、多くの大学生・社会人ボラ
ンティアと共に、子どもの教育支援に特化した活動を展開
しています。

団体概要

理事長 渡辺由美子 プロフィール

2007年任意団体キッズドアを立ち上げる。
2009年特定非営利活動法人キッズドアを設立。

内閣府子どもの貧困対策有識者会議構成員

内閣府子どもの未来応援国民運動発起人

厚生労働省生活困窮者自立支援及び生活保護部会委員

全国子どもの貧困・教育支援団体協議会副幹事

専修大学非常勤講師

著書：子どもの貧困 未来へつなぐためにできること

（水曜社/2018年5月)
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数字で分かる2021キッズドア
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7月21日 天皇皇后両陛下に拝謁
NHKおはよう日本 NEWS  HP
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2022年10月11日、岸田総理が主催する経済的に困難な家庭の子どもを支援する団体との車座対話に、キッズドアの理事長渡辺が
参加しました。約30分間、他4団体の代表とともに岸田総理に、困窮家庭の現状や課題、そして支援の取組について説明しました。
特に、理事長渡辺からは、物価上昇で生活困窮世帯の家計は困難の度合いを増していること、子どもにも学力の低下や不登校の増加
など悪影響が出てきていることを説明、子育て家庭への現金給付等の支援をお願いしました。

・写真左から、こどもの応援団マイカ浜薗代表、NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク栗林理事長、岸田総理、内閣府小倉
大臣、 NPO法人キッズドア理事長渡辺、（一社）全国フードバンク推進協議会米山代表理事

普及、啓発、アドボカシー活動

岸田総理の車座対話に理事長渡辺が出席
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2022年9月29日に小倉内閣府特命担当大臣が、キッズドアが運営する居場所を兼ねた学習支援事業（東京都足立区）の視察に
いらっしゃいました。
最初に、足立区（福祉部足立福祉事務所）の山岸くらしとしごとの相談センター長、そしてキッズドアの渡辺理事長および安達施設長
から事業内容について説明を受けた後、施設を視察されました。
安達施設長からの、子どもたちに取組を決めてもらう等自主性を大事にしているという説明に、大臣からは「こども家庭庁が進めようとして
いる「こどもまんなか」の取り組みですね」というコメントもありました。キッズドアの活動をお伝えできる機会になりました。

・写真左から、福田理事、千ヶ崎足立福祉事務所長、今井執行役員、安達施設長、小倉大臣、山岸くらしとしごとの相談センター長、
渡辺理事長、土田議員、内閣府黒瀬審議官

普及、啓発、アドボカシー活動

小倉内閣府特命担当大臣が視察
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日本の子どもの貧困について
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13.5%
(2019年国民基礎調査)
子どもの7人に1人が貧困

48.1％
ひとり親家庭の貧困率は、
OECD加盟34カ国中1番

日本の子どもの相対的貧困率は、先進国の中で上位
日本にも満足にご飯が食べられない子どもがいます。

OECD加盟34カ国中9番目
OECD平均 11.6%（2014）

2009年に初めて貧困率を公表 → 新しい社会課題

二人親でも10.7%が貧困
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相対的貧困ライン

相対的貧困線 中央値

１人世帯 １２２万円 ２４４万円

２人世帯 １７３万円 ３４５万円

３人世帯 ２１２万円 ４２３万円

４人世帯 ２４４万円 ４８８万円

今日食べる物も寝る所も無い状況とまではいかないが、社会の標準
的な所得の半分以下の所得しかなく、「周りの人は当たり前にできて
いる生活が、お金がないためにできない」という状態。
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コロナ禍の経済的被害の特徴

1) 非正規雇用、イベント業、飲食業、観光業など特定の働き方や業種をしている人

にのみ、深刻な被害が出ている。

株価は上がり、税収は５兆円も増える一方、満足に食事も取れない子どもがいる。

2) 震災や自然災害と違って、被害が見た目ではわかりづらい。実態は、お金がなく

て満足にご飯が食べられない人がたくさんいる。

3) 仕事をしている現役世代に被害が集中

社会的弱者である高齢者の多くは、年金は減らない＝収入が減らない。

・扶養家族を抱える「現役子育て家庭」は、悲惨な状況なのに、

社会全般の支援ムードが非常に薄い。平時も子どもに冷たい社会

がコロナ禍でも持ち込まれ「自助」を求められるが、「子育て家

庭は津波で家を流された人」であり、最優先で支援されるべき

・１年半以上放置されている

さらに、学校や保育園の休校など、仕事に行けないリスクがとても高い

元々少ない収入が 大幅に減収するのに、そこに対する支援がない
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どんなに苦しくても生活保護を申請したくない
困窮子育て家庭 22％
出来るなら利用したくない 62％

生活保護制度はセーフティネットにならない
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20年 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 2月 3月 4月 5月

情報支援

メルマガ

セミナー
座談会

リーフレッ
トなど

就労支援
プログラ
ム

物資
支援

教材
その他

定期的な情報配信

デイトラPJ

Raise Tech

図書券
の配布 AMAZON

クリスマスプレゼント

EC業界セミナー

奨学金 留学奨学金

教育資金冊子

わたしみらいPJ

受験リーフレット

応援パックの配布

食料支援 食料支援 食料支援

5,000名 5,000名

ストレスを減らすための小冊子
10,000名

10,000名

100名 1,000名
267名

1,300名
400名

10名

5名

50名

延べ1000名
参加

奨学金 WACCA 奨学金 社会福祉協議会

食料支援
2,000名

文房具
240名

MOS＆コンタクト検定配
布130名

ランドセル
7０名

延べ３万人以上

への支援

キッズドアファミリーサポートの主な事業

14
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コロナの前からギリギリで生活していた家庭が本当に大変

食の不足 １日１食です

収入が減る いまだに仕事が見つかりません。

今月の収入はゼロです

進学を諦める 子どもを大学に行かせられるのか
不安です。

＜9月３日に届いたメール＞
今 仕事が見つからずですが住居確保の支援が受けられたのと社会福祉の
貸付をしたので、しのいでます。食費は減らさないように頑張ります。

5月時点で「仕事がない」状況の子育て家庭に、9月1日の状況を確認し
たところ、185人中95人（51％）は今だに無職状態
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桃(4年ぶり！！娘3歳初めて食べる！)
アスパラガス(10年ぶり)！！
収入が少ないので買えず普段食べることがない。
お米も外米や流通米しか買えてなかったのでコシヒカリで嬉し
かった！！
めちゃめちゃ嬉しい！！宝くじ１等当たったことないけど そ
れくらい嬉しい^_^！！
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本日、家庭学習応援パックが届きました。ありがとうござ
います。私の収入が減ったり、給食費とお昼代がダブルで
かかったり、二男には新入学の制服の購入がやっとで、文
房具等の準備をしてあげられていなかったので、休校に
なって正直ほっとした部分もありました。
二男に新しい文房具、本当にありがとうございます。クオ
カードも、辞書等の購入にあてさせていただきます。
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奨学金（5万円）を受け取った高校3年生

看護大学を希望していて、救急医療チームに入る事を目指して

います。私がキャリアを積んだ看護師になった時には、海外の

医師と看護師を必要としている国で医療を受けられない人々や

子ども、医療を受けられない障害をもつ人を1人でも多く救い

たいと考えています。奨学金の使い道は、学校の決まりで大学

進学希望者はオープンキャンパスがある時には行かなければな

らないので、その交通費と英語が苦手なので英語と数学の大学

に向けた参考書が欲しいです。残りは現在、高校の引き落とし

がされていない状況なのでそこへあてたいと思います。

本当にお金がまったくない、何もできない状態
頑張ってもどうにもならない。自助では無理。
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新型コロナウィルス感染症と物価高騰の影響
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神経過敏に感じた 49%
（963人）

そわそわ、落ち着かなく感じた 36%

Q.2019年1月～12月と比較して2020年の気持ちの変化はありましたか？
（複数回答可）

62%
気分が落ち込んで、何が起こって

も気が晴れないように感じた
（1213人）

15.1%
・厚生労働省の調査（20年6・７月時点の状況）

※新型コロナウイルス感染症に係るメンタルヘルスに関する調査概要・結果①（20年9月実施）

・キッズドア調査（21年4月・困窮子育て家庭）

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15766.html

どれもない

（717人）

8%
（159人）

89%

Q.不安や孤独を感じることはありますか？

孤独や不安がある

（1747人） 53%

「いない」もしくは、「わからない」と回答した方

（1053人）

Q.悩みを相談できる相手はいますか？

長期化が蝕む心身の健康
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1

2022年物価高騰の影響把握のための緊急アンケート結果

キッズドアが支援する困窮子育て家庭の保護者（「ファミリー
サポート」登録者*）約2,800人へアンケートを実施。
■ 期間： 2022年11月11日～11月16日
■ 回答数： 1,846件（回答率 ％）

*キッズドア「ファミリーサポート」

キッズドアは、日本全国の生活が困窮する高校生までのお子さんを持
つ世帯（下記（1）～（4）を満たす）に対して、困窮から抜け出すための物
資・情報・就労支援を行っています。
（1） 生活に困難を抱えている方
（2） 0歳から18歳（高校3年生）までのお子さんがいる方
（3） 日本にお住まいの方
（4） 下記の証明書いずれかを提出できる方

住民税非課税証明書／児童扶養手当受給証明書／就学時援助受給
証明書／生活保護受給証明書／多子家庭でお困りの方・実質ひとり親の
方いずれも源泉徴収票等資料
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200万円未満

57%

200～300万円

未満

30%

300～400万円

未満

10%

400～500万円

未満

2%

500～600万円

未満

1%

600～700万円

未満

0%

700～900万円

未満

0%
900万円以上

0%

世帯所得（2021年）

n=2695
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2

北海道

2.7%

東北

6.1%

関東（東京

以外）

20.7%

東京

29.2%

中部

11.9%

近畿

13.5%

中国

4.3%

四国

1.3%

九州・沖縄

10.4%
居住地

n=2695

両親世帯

8.0%

母子世帯

87.1%

父子世帯

1.1%

母子世帯予定

(離婚予定・別

居中含む)

3.2%

父子世帯予定

(離婚予定・別

居中含む)

0.0%

祖父母・孫世帯

(親がいない)

0.2%

上記には

当てはまらない

0.4%

ひとり親/ふたり親/その他

n=2695

会社役員・経営者

3%

正規会社員

19%

公務員

1%

団体職員

1%契約社員

7%

派遣社員

5%
パート

33%

アルバイト

4%

自営業

3%

フリーランス

2%

無職(休職中)

18%

その他

4%
現在の就労形態

n=2695

母子家庭が9割対象者は全国

非正規雇用が半分超 年収は300万円未満が9割
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１ 物価上昇の家計への影響

物価上昇を実感している
項目

家計維持のために
出費を減らしている項目

99%

85%

81%

39%

20%

20%

17%

8%

7%

4%

0.2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食費

光熱費

日用品費

被服費

教育費

電話・通信費

娯楽費

住宅費

医療費

その他

物価の上昇を実感…

無回答
(n=1846)

84%

74%

62%

48%

45%

25%

23%

14%

2%

0.3%

1%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食費

被服費

日用品費

娯楽費

光熱費

教育費

電話・通信費

医療費

住宅費

出費を減らして…

その他

無回答 (n=184
6)

ほぼ全世帯が「苦しく
なった」と回答。

食費99％。
光熱費・日用品費8割超。

8割超が食費を削減。
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２ 日々の食事・生活の変化

物価上昇による日々の食事の変化 物価上昇による生活の変化

6割超が外食、おやつ、肉・魚を減らした。

67%

65%

63%

50%

49%

45%

42%

41%

30%

17%

16%

3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

外食を減らした

おやつを減らした

肉・魚を減らした

野菜を減らした

子どもに食べさせるために

親の食事を減らしたり抜…

テイクアウトを減らした

乳製品を減らした

冷凍食品・惣菜を減らした

主食の量を減らした

朝ごはんを抜くようになっ

た

ご飯のおかわりを

しないようにしている

その他

無回答
(n=1846)

0.2%

17％

13%

47%

68%

35%

0.2%

0.8%

18%

0.…

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども

保護者

73%

59%

51%

48%

33%

27%

25%

14%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

暖房をつけない

ようにしている

貯金ができなくなった

電気をつけない

ようにしている

子どもの成長に合わせ

た…

各種の支払いを滞納

してしまうときがある

空腹を我慢している

病院に行かない

ようにしている

お金を借りるようになっ

た

その他

無回答

7超が暖房をつけない。

1日の食事の回数
保護者の半分は2回以下。
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３ 子どもの心身の成長への影響

子どもの心身の成長への影響の
有無

悪影響の具体的内容

半数に悪い影響がでている。
必要な栄養が取れていない 70％

70%

31%

28%

25%

24%

24%

9%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

必要な栄養がとれていない

勉強に集中できなくなった

風邪などの病気に

なりやすくなった

身長や体重が増えていない

元気がなくなった

落ち着かなくなった

その他

無回答
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４ 子どもの学びや生活の変化

動物園や美術館等の学校以外の学びの機会を減らした 46％
友達と遊びにいくのを減らした 40％

46%

40%

37%

37%

31%

18%

14%

11%

5%

5%

8%

0% 20% 40% 60%

学校外の学びの機会を

減らした

友達と遊びに行くのを

減らした

参考書や本の購入を

減らした

文房具などの学用品を

減らした

地域の活動への参加を

減らした

塾や習い事をやめた

塾や習い事を減らした

部活動への参加を減らした

部活動をやめた

その他

無回答 (n=1846)
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５ 子ども学びや生活への悪影響

子どもの学びや生活への悪影響の
有無

悪影響の具体的内容

半数以上に悪い影響がでている。
体験活動が減った 51％、勉強への意欲が低下45％

51%

45%

36%

33%

23%

22%

18%

6%

6%

1%

0% 20% 40% 60%

体験活動が減った

勉強への意欲が低下した

元気がなくなった

勉強に集中できなくなった

落ち着かなくなった

学校の成績が悪くなった

友達関係が悪くなった

部活動の成績が悪くなった

その他

無回答 (n=1072)
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６ 高校生の進路・進学への影響

塾や予備校に行けない54％
経済的な理由で志望校を諦めた19％

54%

40%

23%

22%

19%

7%

26%

0% 20% 40% 60%

塾や予備校に行けない

参考書が購入できない

模試が受験できない

オンラインの学習ツールを

購入できない

経済的な理由で

志望校を諦めた

その他

特に進路や進学希望の

変更はない
(n=635)

【自由コメントから一部抜粋】

・進学志望だったが、「就職に変更し
家にお給料入れるね」と言っていた。

・物価高騰で出費が増えたので貯金
ができず、進学を諦め就職にきりかえ
た。まだ下に2人兄弟もいるので。

・子どもがやりたい学びについてますま
す話さなくなった。（中略）物価上
昇や年金や円の下落で貯金が目減
りするのをニュースで知るので母子家
庭の状況に絶望するらしい。

・入学後に奨学金が振り込まれるため、
お金のない我が家は、入学前に学費
を準備できなかった。諦めてもらうし
かなかった。
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７ 今後減らす・なくす予定の出費

家族の外出 87％
クリスマスや正月の費用 79％
水道・光熱費 66％

87%

79%

66%

34%

34%

31%

27%

26%

8%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族での外出の費用

クリスマスやお正月の費用

水道・光熱費

子どものおこづかい

電話・通信費

塾・習い事代

ガソリン代

親の実家への帰省費用

部活動費用

家賃

その他

無回答 (n=1846)
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８ 政府に伝えたいこと

・経済的負担に加え精神的にもギリギリに追い詰められている。子どもが無気力になっている。
5年後、10年後を考えるのが怖い。

・物価高騰で食べることもやっての生活に変わりました。子どもへの影響は確実に出ています。
子どもだけでも安定させたくて毎日必死です。

・18歳まで児童手当が受けられるようにしてほしい。義務教育の時より高校生はお金がかかり
ます。

・シングルマザーとして生活していますが、養育費が払われず困窮しています。養育費を確実に
確保できるよう法整備を整えてほしいです。

・将来を担う子供たちに明るい未来と希望が持てるようにしてほしい。お金がないから学べないと
いうのを無くしてほしい。

・給付金を時折実施していただいていますが、その場しのぎということに早く気付いてほしい。

・子育て世帯を助ける政策をしてほしい。女性が働きやすい、子どもを育てやすい社会にして
ほしい。

【自由コメントから一部抜粋】
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2022年冬の食料支援
キッズドアファミリーサポートチーム
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2022年冬の食料支援概要

2

発送数：2381世帯

申し込み募集期間：2022年11/11～11/16

配送期間：2022年12/1～12/末

・内容物

常温品
• お米2㎏×2
• お蕎麦300ｇ
• おもち300ｇ
冷凍品
• エビピラフ500ｇ
• ジャンボ焼売500ｇ
• シフォンケーキ
• プレーンオムレツ
• 食文化様セレクト品1～２品



Copyright©2022NPO KidsDoor

食料支援ご協力企業

株式会社食文化
食品のご提案、調達、梱包、発送まで一括にてお引き受けいただいております。

冷凍、常温品を各種類ごと、2300個以上の商品を確保いただき、一つ一つ丁寧
に梱包いただき全国へ発送していただいております。

その中でも、物価上昇、送料なども値上がりしている中で、一世帯送料込み
7000円という予算の中、食文化様と関連食品会社様のご協力で大量購入のお
値引きをいただき、品質的にとても良い商品をご提案いただいております。

今年の冬の食料支援では、KDファミリーサポートの事務局メンバーで話し合い、
年末年始に必要なお餅やお蕎麦、ケーキをお届けしたいとご相談させていただ
き、食文化の皆様にご協力いただき、お届けすることができました。

3
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株式会社 理想実業
東京、千葉、埼玉、神奈川、大阪、京都、奈良、和歌山にお住いのご家庭へ
夏の食料支援に引き続き無料ラーメンチケットをご提供いただきました。

困窮世帯にとって外食に行くことが難しいご家庭が多く、今回のチケットのご提供に
て、たくさんのご家庭に外食という特別な機会をご提供いただきました。
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写真

4
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キッズドアファミリーサポート
ご登録家庭の状況・お礼のはがき
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困窮世帯から寄せられたメッセージ
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子どもや困窮子育て家庭が命をつなぐための

支援が必要です

困窮世帯の子どもたちへの現金給付を
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らしの支援を

受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり１０万円の現金を「プッシュ型」で給付する。

① 基準日において世帯全員の令和３年度分又は令和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯
② ①のほか、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、①の世帯と同様の事情にあると認められる世
帯（家計急変世帯）

※１ ①②ともに、住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯を除く。
※２ 基準日は、令和３年度住民税非課税世帯は令和３年12月10日、令和４年度住民税非課税世帯は令和４年６月１日。

１．対象者

準備が整った市町村から、出来るだけ速やかに開始

５．給付時期

15,377億円

※全額国庫負担（実施にかかる事務費を含む）

４．予算措置額合計

１世帯当たり１０万円

２．給付額

市町村（特別区を含む）

３．実施主体

市町村
（特別区含む）

住民税均等割
非課税世帯

① 課税情報を元に抽出した対象世帯に、案内チラシと確認書を送付（※１、※２）

② 確認書を返送（※３）

③ 指定銀行口座への振込

７．事業スキーム(イメージ）

※１ 本給付金は公金受取口座登録法上の「特定公的給付」に指定し、マイナンバーを活用した管理や課税情報等の確認を可能にする。
※２ 市町村の状況に応じ、特別定額給付金の際の口座情報を活用した簡易な手続き（口座番号等の記載不要）を可能にする。
※３ 「住民税が課税されている者の扶養親族のみからなる世帯でないこと」、「振込先口座番号」を確認して返送。

《上記①の場合のイメージであり、②の場合は対象者の申請に基づき給付。》

・令和３年度第１次補正予算：14,323億円

・令和３年度新型コロナウイルス感染症

対策予備費（3/25）：1,054億円

①については、市町村における確認書の発行から３ヶ月以内

②については、令和４年９月30日

６．申請期限

「住民税非課税世帯」では、困窮子育て家庭に現金は届きません

29歳以下 2.9%
30代 3.3%
40代 4.7%
50代 7.1%
合計１４.７％

60代 18.1%
70代 35.8%
80代 28.2%

収入で困窮を図ると、働いている現役世代は対象になりづらい
持ち家、貯蓄などの資産は勘案されない
単身にも10万円。多子家庭にも10万円。全く足りない。

住民税非課税世帯に
占める
各年代の割合

1兆3000億円は
60代以上に給付
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ぜひ、ご寄付をお願いします

崩壊しかけている困窮子育て家庭を支えるためのファミリーサポート事業

○食料支援や寄り添い支援がまだまだ必要です。

○夢をあきらめないための学習支援の強化

「支援をしてくれるのはキッズドアさんだけ・・・」に応えたい

「もっと早くキッズドアに出会いたかったです。私の兄は、優秀で
国立大学を目指していたのに、就職しました」

1回の食料支援に、食料品と送料で1500〜2000万円必要です。
数百万円あれば、子どもが多いご家庭などに優先的に食事支援が行えます。

高校生のプログラムを増やすためには 500万円〜 企業のスポンサードなど

一人の子どもを支えるために
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●1回の食料支援に、食料品と送料で1500〜2000万円必要です。
数百万円あれば、子どもが多いご家庭などに優先的に食事支援が行えます。

●学習支援のプログラムを増やすためには 500万円/年〜
企業のスポンサードなどで教室運営が可能です

●月々3000円、5000円、1万円のマンスリーサポーターになっていただくことで
支援できる子どもたちが増えます。

キッズドアは認定NPO法人です。税額優遇が使えます

ご寄付はキッズドアHPから お気軽にお問い合わせください
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